
＜安心して過ごせる学習・生活の場をつくる＞ 

秋葉の子、一人ひとりの子どもに合った適切な支援がなされるよう、学校全体で子どもの居場所づくり、環

境づくりを行っています。 

個別支援学級 

・小さな集団の中で教師が一人ひとりを丁寧に見取り、その子に合ったカリキュラムを作成し、それぞれの 

めあてに向かい、日々の学校生活、学習活動に取り組んでいます。 

チャレンジタイム 

・一斉授業の中で複数の教師が指導にあたる時間を設定したり（いわゆるＴＴ）、少人数（３～4人）でその子 

に合った課題をその子のペースで取り組んだりする支援の時間の名称です。 

今までの学習の補充や学び方の支援を通して、子どもの自信回復、意欲向上を図っています。 

チャレンジルーム 

 ・チャレンジタイム等の少人数指導やクールダウン、静かに課題に取り組む際などに使用している教室の名 

称です。特別支援担当非常勤講師、学習ボランティアなど、複数で担当しています。 

別室でのサポート 

・体調面、心理面の不安等を考慮し、在籍学級以外にも安心して過ごせる場を設け、その子に合わせた学校 

生活への支援を行っています。 

緩衝材の設置 

・椅子を動かす際に生じる音を和らげるために、椅子の脚に緩衝材を設置し始めました。随時、設置する教 

室を増やしていきます。 

 

 

 

 

 

秋葉小の取組：「どの子もみんな 秋葉の子」 

           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育って何？ 

子ども一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その可能性を最大限に伸ばし、生活や学習上の困難を改善

または克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うものです。 



           

 

 

 

 

 

 

 

 

＜子ども一人ひとりのニーズをつかみ、支援に活かす＞ 

学校に行きたがらない、休みがち、学習面が心配、友だち関係がうまくいかない、気が散りやすく集中でき

ない、何度も同じことを注意される、など、お子さんに関するご相談をお受けし、どうしていったらよいか、保護

者の方と一緒に考え、継続的な支援をしています。 

学級担任による家庭訪問、個人面談の他、特別支援教育コーディネーターを中心に、教育相談の機会を設

定しています。スクールカウンセラーも来校しています。お気軽にご相談ください。 

 

本校相談窓口：特別教育支援コーディネーター 

金子夏希、大野亜紀、江口遼明、石本健吾、金城翔太、加藤純子、井寺慎也、中島有理 

℡ 811-6771                                                                             

スクールカウンセラー 

               髙田航   秋葉中 相談室直通    ℡ 811-8903 


